
高校新卒者の求人・求職・就職内定率の推移（３月末現在）
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＜求人数減少の背景＞
　 　○　経営環境の悪化による採用抑制
　 　○　業務の合理化による間接部門の縮小
　 　○　大学等への求人のシフト
　　 ○　新規学卒採用から中途採用へのシフト
　 　○　パート等非正規雇用へのシフト

棒グラフの上の値は求人倍率

　○　新規学卒者の就職環境は厳しい状況が続いており、特に高校新卒者については、求人数が平成４年をピークに激減。
　○　平成１５年３月卒業予定者を対象とした求人数（７月末時点）は、対前年度比２４．０％減となり、過去最低。
　○　就職内定率も低下を続け、平成１４年度は過去最低。

（資料出所）　職業安定業務統計


